
数量計算一覧表
工種 名称・規格 (1)

土工（昼間） 床掘り（現場制約あり） 1.4 m3
人力投入埋戻工【下水道】発生土 1.4 m3
人力投入埋戻工【下水道】M-30 0.1 m3

人孔鉄蓋調整取替（昼間） 小型マンホール鉄蓋調整工 7 箇所
付帯工（昼間） 舗装版切断 28.0 ｍ

建設汚泥運搬処分 0.03 m3
舗装版破砕（小規模土工） 5.9 ｍ2
As殻運搬処分 0.1 m3
舗装復旧 5.9 ｍ2
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平 面 図

1.47 ㎥

埋戻（Ｍ-30） 1.47 - 1.40 = 0.07 ㎥

0.21 ㎥

0.21 × 7 箇所 =

（ 0.45 - 0.03 ） =0.43 2 ） × π / 4 ×

蓋外径
0.43

0.03 復旧舗装厚　t2

0.90 2 -（

㎥

0.20 ㎥

0.20 × 7 箇所

（ 0.03 ） =0.43 2 ） × π / 4 ×

（1）土工
掘削（人力） （ 0.90 2 - 0.43 -

断 面 図

材　料

甲府市増坪町地内 番号 №1～7　　　（1）小型人孔鉄蓋調整工　（車道） （ φ 430 ） 施工場所


